
郡山市制施行100周年にあたり、行政による災害対策はもとより、市民一人ひとりが「自らの命は自らが守る」意識を持って、
防災・減災に向けた具体的な取組を進め、地域における防災力及び市民の防災意識の向上を図ることを目的に、「郡山市制施行
100周年記念防災講演会」を開催する。

（１）講 師 片田敏孝 東京大学大学院 情報学環 特任教授
・講演タイトル 「想定を超える災害にどう向かい合えばいいのか ～危機に主体的に備えるために～」

（２）開催日時 11月10日（日）午後１時30分開演（質疑含め２時間程度）

（３）会 場 郡山市役所特別会議室（本庁舎２階）※オンライン（ユーチューブ・ライン）により同時配信等を行う
（市内にお住まいの方や通勤・通学している方はどなたでも視聴可能。配信した動画は、11月11日(月)から１カ月程度配信予定）

（４）会場参加者（予定） 約200名

■これまでの郡山市の災害の振り返り
・1986年８月5日の集中豪雨水害（8.5水害）

・1998年８月27日・28日の集中豪雨水害

・2011年３月11日の東日本大震災

・令和元年東日本台風 など

■近年の災害
・線状降水帯による水害 ・令和６年能登半島地震など

■災害への備え
〇【自助】：市民一人ひとりが求められる災害対策とそのあり方

⇒「自らの命は自らが守る」意識の啓発と、防災・減災に
向けた有効かつ具体的取組の事例紹介とそのあり方

〇【共助】：自主防災組織等による災害対策の先進事例

〇【公助】：行政による災害対策の先進事例紹介とそのあり方

1990（平成2）年 豊橋技術科学大学大学院博士課程修了

1997（平成9）年 群馬大学工学部建設工学科 助教授

2005（平成17）年 群馬大学工学部建設工学科 教授

2010（平成22）年 群馬大学広域首都圏防災研究センター

センター長

2010（平成22）年11月～ 静岡大学 客員教授

2017（平成29）年 東京大学大学院情報学環 特任教授 群馬大学 名誉教授

2019（令和元）年10月～2023（令和5）年11月 日本災害情報学会 会長

※1998（平成10）年８月末豪雨災害における郡山市避難者の避難行動データを

基に、全国初のハザードマップの実証的研究を実施するなど、本市の状況につ

いて熟知。

４ 講師プロフィール３ 講演会内容

２ 開催概要

１ 趣旨等

郡山市制施行100周年記念「防災講演会」について
2024年10月22日 総務部防災危機管理課

建設部河川課
報告事項
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